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台東区では、令和５年５月に「男女平等に関する台東区民意識調査」を行いました。ご協力いた

だきました区民の皆様に心からお礼を申し上げます。 

この調査結果は、台東区の男女平等参画施策に反映させるとともに、今後の行動計画「はばたき

プラン２１」改定の基礎資料として活用していきます。 

 

 

□ 調査設計 

調査地域：台東区全域 

調査対象：令和５年４月１日現在、区内在住の満18歳以上の方 

標 本 数：2,000標本 

調査方法：郵送配布－郵送及びWEBの併用回収 

調査期間：令和５年５月８日～５月26日 

 

□ 回収結果 

調査対象数 有効回収数 有効回収率 

2,000 731 36.6％ 

  女性 1,000 387 38.7％ 

 男性 1,000 304 30.4％ 

 

□ 回答者属性 

性別 年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 概要版の見方 

・図表などに使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・回答の比率（％）は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示している。したがって、単数回答（１

つだけ選ぶ設問）においても、％を足し合わせて100％にならない場合がある。 

・複数回答（２つ以上選んでよい設問）においては、％の合計が100％を超える場合がある。 

・本文や図表中の選択肢表記は、短縮・簡略化している場合がある。 

10.1 

18.9 

18.9 

16.5 

15.0 

20.7 

10.2 

15.8 

15.5 

19.4 

14.5 

24.0 

0 10 20 30

10・20代

30代

40代

50代

60代

70歳以上

女性(n=387)
男性(n=304)

(%)

※ 性別のその他・無回答は40件 

※ 性別のその他・無回答は上記から除外 

女性

52.9%

男性

41.6%

その他

0.4%

無回答

5.1%

n
(731)
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１．家族のあり方に関する考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の 97.5％が「結婚する、しないは個人の自由である」に肯定的 

 Ⅰ 

(n=731) (%)

(カ)

(キ)

結婚する、しないは個人の自由で
ある

子どもはもちたいが、結婚はしない
というのもひとつの生き方だ

結婚しても、子どもはもたない
というのもひとつの生き方だ

男性はもっと子育てに関わるほうがよい

家族に介護が必要になったときは、
主として女性が役割を受けもつのがよい

結婚がうまくいかない場合、子どもや
経済的な不安がなければ、離婚しても
かまわない

「男性は仕事、女性は家庭」
という考え方に賛成だ

(ア)

(イ)

(ウ)

(エ)

(オ)

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

結婚していれば、必ずしも婚姻届を出
す必要はない

夫婦の姓が異なる結婚（夫婦別姓）が
認められてもよい

(ク)

(ケ)

(コ)
同性間のパートナーにも、法的な結婚
（同性婚）が認められてもよい

86.5

49.2

67.6

62.9

2.1

61.7

2.7

16.4

51.6

46.9

11.1

24.5

21.9

32.3

10.4

26.4

8.6

18.2

24.4

28.3

1.4

14.2

6.3

2.6

23.9

6.6

18.5

30.2

10.7

11.1

0.7

11.1

3.7

1.4

63.1

5.1

69.6

33.5

12.2

12.2

0.4

1.0

0.5

0.8

0.5

0.3

0.5

1.6

1.2

1.5
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２．日常生活の役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常の家事全般は、男性より女性のほうが「いつも行っている」割合が高い 

女 性   (n=387) 男 性   (n=304) 

(%) (%)

ま
っ

た
く

し

な
い

該

当

者
が

い

な
い

の

で

す

る
必

要

が
な

い

無

回

答

(コ) 家族の介護・看護

(ク)
保育園・幼稚園・

学校の行事への参加

(ケ) 子どもの世話

い

つ

も
し

て

い
る

と

き

ど
き

す

る

ほ

と

ん
ど

し

な
い

ま
っ

た
く

し

な
い

該

当

者
が

い

な
い

の

で

す

る
必

要

が
な

い

無

回

答

い

つ

も
し

て

い
る

と

き

ど
き

す

る

ほ

と

ん
ど

し

な
い

6.6

11.5

6.3

14.8

13.8

8.2

3.6

1.6

5.6

3.3

2.3

2.3

70.4

69.1

76.0

1.3

1.6

1.6

23.0

28.7

16.0

3.6

1.3

6.5

0.8

0.8

1.8

2.6

0.8

1.6

68.7

67.7

73.4

1.3

0.8

0.8

(%) (%)

(キ) ごみ出し

(イ) 食事の後片付け

(ウ) 食料品・日用品の買い物

(エ) 洗濯

(カ) 風呂・トイレの掃除

ま
っ

た
く
し
な
い

無
回
答

女 性　（n=387） 男 性　（n=304）

(オ) 部屋の掃除

ま
っ

た
く
し
な
い

無
回
答

い
つ
も
し
て
い
る

と
き
ど
き
す
る

ほ
と
ん
ど
し
な
い

い
つ
も
し
て
い
る

と
き
ど
き
す
る

ほ
と
ん
ど
し
な
い

(ア) 食事のしたく 40.1

56.9

49.7

46.1

40.5

41.4

61.8

26.6

29.3

36.2

22.7

40.8

39.1

25.3

23.7

9.2

9.2

16.1

13.5

12.5

7.9

8.6

3.9

3.9

13.8

4.3

6.3

3.3

1.0

0.7

1.0

1.3

1.0

0.7

1.6

78.3

79.1

79.6

80.9

67.7

59.7

65.4

16.3

16.3

15.8

13.4

27.4

31.3

22.5

3.4

3.6

3.1

2.3

3.1

4.9

6.7

1.8

0.8

1.0

2.8

1.6

3.9

4.9

0.3

0.3

0.5

0.5

0.3

0.3

0.5
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１．分野別男女平等観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の７割以上が「社会通念・慣習・しきたりの中」、「政治の場」、「全体」で「男性

が優遇されている」と感じている 

(n=731) (%)

や
や
男
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る

男
性
が
優
遇
さ
れ

て
い
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

(ク) 全体として

(オ) 法律や制度の上で

(カ) 政治の場で

(キ) 社会通念・慣習・しきたりの中で

(イ) 職場で

(ウ) 学校教育の場で

や
や
女
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る

平
等
で
あ
る

(エ)
町会やＰＴＡなどの地域活動の
場で

(ア) 家庭生活で

女
性
が
優
遇
さ
れ

て
い
る

2.7

1.4

0.5

0.5

1.2

0.4

0.5

0.8

8.3

7.7

4.0

4.7

6.2

2.2

3.1

3.0

35.0

25.3

36.0

21.2

23.9

11.2

10.7

16.1

24.2

26.3

13.5

15.3

30.4

25.6

33.9

41.7

18.1

23.7

7.0

15.7

21.5

48.3

42.5

28.9

10.4

14.1

37.2

41.0

15.3

11.2

8.1

8.3

1.2

1.6

1.8

1.5

1.5

1.1

1.1

1.1

 Ⅱ 
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１．学校における男女平等教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７割以上が学校教育で取り組むべきこととして「生活指導や進路指導において、男女の

別なく能力を生かせるよう配慮する」と回答 

 Ⅲ 

72.1 

63.3 

62.1 

61.0 

58.0 

56.4 

46.4 

45.1 

40.9 

39.8 

4.8 

1.4 

4.8 

2.3 

0 20 40 60 80

生活指導や進路指導において、男女の別なく能力を生かせるよう配慮する

学校生活での児童・生徒の役割分担に性別で差をつけない

男女平等の意識を育てる授業をする

性暴力やセクシュアル・ハラスメントに関する相談窓口をつくる

人権尊重や多様性の観点に立った性教育を行う

教員に対し、男女平等に関する研修をする

校長や副校長に女性を増やしていく

保護者会などを通じ、男女平等教育への保護者の理解を深める

教材の登場人物・役割など、性別で偏りがないように教材を見直す

出席簿や座席の順番など、男女で分ける習慣をなくす

その他

学校教育の中で取り組む必要はない

わからない

無回答

(n=731) (%)
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１．職場での男女差別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２．女性が職業をもつことについての意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場での男女差別は、「男性が育児・介護休業を取得しにくい雰囲気がある」、「男性には

成果を求める」について「ある」が３割を超えている 

「女性は職業をもつほうがよい」が３割半ば、次いで「子供ができても、ずっと職業を

続けるほうがよい」が２割半ば 

 Ⅳ 

n (%)

男性 (304)

そ

の
他

わ

か
ら
な

い

無

回
答

全 体 (731)

女性 (387)

女

性
は
職

業
を

も
た
な

い
ほ

う

が
よ
い

女

性
は
職

業
を

も
つ
ほ

う
が

よ

い

結

婚
す
る

ま
で

は
職
業

を

も

つ
ほ
う

が
よ

い

子

供
が
で

き
る

ま
で
は
、

職

業
を
も

つ
ほ

う
が
よ

い

子

供
が
で

き
て

も
、

ず
っ

と

職

業
を
続

け
る

ほ
う
が

よ
い

子

供
が
で

き
た

ら
職
業

を
や

め
、

大
き

く
な
っ

た
ら

再
び

職

業
を
も

つ
ほ

う
が
よ

い

0.7

0.8

0.7

35.6

38.5

33.2

1.8

2.3

1.3

2.1

1.8

2.3

25.6

26.1

25.7

15.0

16.3

15.1

10.4

8.3

12.8

6.6

4.9

7.6

2.3

1.0

1.3

(n=505) (%)

(ク)
女性には結婚退職や出産退職などの
習慣や雰囲気がある

(ケ) 男性には成果を求める

(オ) 教育・研修を受ける機会に差がある

(カ)
女性が育児・介護休業を取得しにくい
雰囲気がある

(キ)
男性が育児・介護休業を取得しにくい
雰囲気がある

(イ) 賃金・昇給の面で男女差がある

(ウ) 女性の仕事は補助業務や雑務が多い

(エ) 希望職種につく機会に男女差がある

あ
る

な
い

男
性
ま
た
は

女
性
だ
け
の

職
場
な
の
で

当
て
は
ま
ら

な
い

無
回
答

(ア) 募集や採用に男女差がある 18.6

21.0

24.0

17.0

6.1

11.5

37.4

12.1

30.1

70.9

68.1

64.2

71.3

83.2

78.2

51.9

77.6

59.8

7.7

8.1

8.9

8.3

7.5

7.1

7.5

7.5

6.9

2.8

2.8

3.0

3.4

3.2

3.2

3.2

2.8

3.2
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１．仕事、家庭生活、個人の生活の優先度（希望と現実） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活の優先度について、希望は「仕事、家庭生活、個人の生活すべて」が３割半ば。

一方、現実は「仕事を優先」が２割強 

n (%)

(１ ) 希望 (304)

(２ ) 現実 (304)

全体

女性

男性

(１ ) 希望 (387)

(２ ) 現実 (387)

仕
事
、

家
庭
生
活
、

個
人
の

生
活
す
べ
て

わ
か
ら
な
い

無
回
答

(１ ) 希望 (731)

(２ ) 現実 (731)

仕
事
を
優
先

家
庭
生
活
を
優
先

個
人
の
生
活
を
優
先

仕
事
と
家
庭
生
活
を
優
先

仕
事
と
個
人
の
生
活
を
優
先

家
庭
生
活
と
個
人
の
生
活
を

優
先

2.9

23.5

1.6

13.4

4.6

37.8

10.5

14.6

11.4

23.5

9.5

4.3

10.8

5.1

9.8

3.9

12.5

6.9

11.9

18.2

10.6

20.2

15.1

16.8

6.0

9.0

5.7

9.8

6.6

7.9

15.0

7.8

15.8

8.3

14.8

7.6

35.7

10.9

41.1

12.1

30.9

10.5

3.1

6.8

3.1

7.5

3.3

5.6

4.0

4.0

1.0

1.3

2.6

2.6

 Ⅴ 
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２．育児や介護と仕事の両立推進のために必要なこと 

 

 

 

 

 

（１）男性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）女性の育児や介護と仕事の両立を進めるために必要なこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児や介護と仕事との両立に必要なことは、男性には「職場や上司の理解・協力」、女

性には「短時間勤務や在宅勤務など、柔軟な働き方を整備する」が最も多い 

46.9 

46.2 

44.7 

43.1 

27.8 

26.0 

16.7 

9.6 

1.2 

0.5 

0.4 

1.9 

6.0 

0 10 20 30 40 50 60

職場や上司の理解・協力

育児・介護休業制度を利用しても不利にならない人事評価制度を作る

長時間労働を削減する

短時間勤務や在宅勤務など、柔軟な働き方を整備する

育児・介護休業時の経済的補償を充実する

「男は仕事、女は家庭」という社会通念を改める

保育・介護の施設やサービスを充実する

家族の理解・協力

その他

育児や介護と仕事の両立を推進する必要性を感じない

特にない

わからない

無回答

(n=731) (%)

46.8 

39.7 

37.8 

35.3 

33.4 

25.7 

22.6 

19.4 

1.4 

0.4 

0.5 

2.1 

6.2 

0 10 20 30 40 50 60

短時間勤務や在宅勤務など、柔軟な働き方を整備する

保育・介護の施設やサービスを充実する

育児・介護休業時の経済的補償を充実する

育児・介護休業制度を利用しても不利にならない人事評価制度を作る

職場や上司の理解・協力

長時間労働を削減する

家族の理解・協力

「男は仕事、女は家庭」という社会通念を改める

その他

育児や介護と仕事の両立を推進する必要性を感じない

特にない

わからない

無回答

(n=731) (%)
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３．社会参加の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．参加していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の約４割は、何らかの社会活動に参加している。活動内容では「趣味活動」、「ス

ポーツ活動」、「町会活動」が多い 

社会活動に参加していない理由は、「仕事で忙しいから」が最も多い 

 

20.7 

11.6 

11.1 

6.4 

6.0 

3.1 

1.0 

2.2 

54.7 

4.4 

0 10 20 30 40 50 60

趣味活動

スポーツ活動

町会活動

学習活動

ＰＴＡ・子ども会活動

福祉活動

区や都など行政の政策決定に関わる審議会等

その他

いずれも参加していない

無回答

(n=731) (%)

33.5 

28.5 

25.8 

21.0 

19.5 

13.3 

11.5 

10.0 

8.5 

5.5 

5.5 

5.3 

0.5 

2.5 

7.3 

0.8 

0 10 20 30 40

仕事で忙しいから

関心がないから

活動情報を知らないから

参加したい活動がないから

個人で活動するのが好きだから

体力的に問題があるから

活動したい仲間がいないから

近くに活動する場がないから

経済的に余裕がないから

子育てで忙しいから

家事（子育て・介護を除く）で忙しいから

家族の介護で忙しいから

家族が反対するから

その他

特にない

無回答

(n=400) (%)
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１．政策や方針の決定過程に女性の参画が少ない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．離職した女性が再び社会で活動することについての意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 

政策や方針の決定過程に女性の参画が少ない理由は、「男性優位の組織運営であるから」

が約６割 

59.8 

41.9 

37.3 

25.7 

24.6 

21.3 

19.7 

5.1 

7.3 

4.4 

0 10 20 30 40 50 60

男性優位の組織運営であるから

女性の参画を積極的に進めようと意識している人が少ないから

性別による役割分担や性差別の意識があるから

女性側の積極性が十分ではないから

家庭の支援・協力が得られないから

女性の能力開発の機会が不十分であるから

女性の活動を支援する人的ネットワークが不足しているから

その他

わからない

無回答

(n=731) (%)

「仕事と家事・育児・介護の両立のしやすさなどを重視し、正社員として再就職する」、

「これまでの知識・経験を生かして働けることを重視し、正社員として再就職する」が

３割を超えている 

(n=731)

これまでの経験を生かしてボランティアやＮＰＯ活動で地域に貢献する
（育児･介護ボランティア､PTA､防災･治安パトロール､リサイクル活動など)

家事以外で活動する必要はない

その他

特にない

わからない

無回答

仕事と家事・育児・介護の両立のしやすさなどを重視し、
正社員として再就職する

これまでの知識・経験を生かして働けることを重視し、
正社員として再就職する

これまでの知識・経験を生かして働けることと、働く時間や
場所の両方を重視して、パート・アルバイトなどで再就職する

働く時間や場所を最も重視して、パート・アルバイトなどで再就職する

家事・育児・介護の経験を生かした仕事により地域に貢献する
（ヘルパー、保育補助、家事代行など）

これまでの経験を生かして起業またはＮＰＯの立ち上げを行う
（小売店経営、IT企業設立、ボランティア団体設立など）

33.5 

30.4 

7.1 

2.3 

1.0 

0.8 

0.1 

0.1 

3.1 

1.4 

4.9 

15.2 

0 10 20 30 40 (%)
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１．セクシュアル・ハラスメントだと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．セクシュアル・ハラスメントの被害経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近３年以内にセクシュアル・ハラスメントの被害を受けたことがあるのは、女性が

19.1％、男性が6.3％ 

８割以上が「体に触れる」、「性的な噂をたてたり、インターネットに書き込んだりする」

ことをセクシュアル・ハラスメントであると回答 

 Ⅶ 

83.4 

82.9 

77.7 

75.6 

68.1 

66.6 

58.7 

56.5 

7.0 

0 20 40 60 80 100

体に触れる

性的な噂をたてたり、インターネットに書き込んだりする

交際を強要する

ヌード写真を目につくところに貼ったり、見せたりする

飲み会でお酒を注ぐことやカラオケを一緒に歌うことを強要する

「女（男）のくせに」「女（男）だから」などの言い方をする

結婚、子どもの有無などを必要以上に話題にする

容姿や年齢などを話題にする

無回答

(n=731) (%)

n (%)

男性 (304)

受

け

た
こ

と

が
あ

る

受

け

た
こ

と

は
な

い

無

回

答

全 体 (731)

女性 (387)

13.1

19.1

6.3

81.3

79.8

88.8

5.6

1.0

4.9



12 

 

３．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）だと思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８割以上が「身体を傷つけたり、傷つける可能性のある行為」、「いやがっているのに性

的な行為を強要する」ことを暴力であると認識 

約５人に１人がドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害経験がある 

86.9 

84.4 

79.5 

79.3 

77.2 

77.0 

76.9 

71.8 

71.7 

70.6 

63.6 

8.3 

0 20 40 60 80 100

身体を傷つけたり、傷つける可能性のある行為

いやがっているのに性的な行為を強要する

大切にしているものをわざと壊したり、捨てたりする

大声でどなる

避妊に協力しない

見たくないのにわいせつな映像等を見せる

「誰のおかげで生活できるんだ」などと言う

交友関係や電話、メールなどを細かく監視する

外出などを制限する

生活費を十分に渡さない

何を言っても無視する

無回答

(n=731) (%)

(n=731) (%)

(エ)
いやがっているのに性的な行為を強要される、見たくない
わいせつな映像等を見せられる、避妊に協力しない

(ア)
なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりす
るなどの身体に対する暴行

(イ)

人格を否定するような暴言、交友関係や行き先、電話・
メールなどを細かく監視したり、長期間無視するなどの精
神的な嫌がらせ、あるいは、自分もしくは自分の家族に危
害が加えられるのではないかと恐怖を感じるような脅迫

(ウ)
生活費を渡さない、貯金を勝手に使われる、外で働くことを
妨害される

何
度
も
あ
っ

た １
、

２
度

あ
っ

た

ま
っ

た
く
な

い こ
れ
ま
で
配

偶
者
や
パ
ー

ト
ナ
ー

は
い

な
か
っ

た
の

で
あ
て
は
ま

ら
な
い

無
回
答

配偶者、パートナーまたは交際相手からの
被害経験の有無

6.8

2.1

4.1

2.2

2.1

14.4

10.0

8.1

3.0

4.4

64.3

73.1

72.2

78.5

78.1

9.7

10.0

10.5

11.2

10.1

4.8

4.9

5.1

5.1

5.3
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５．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）についての相談経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）を受けたときの相談先 

 

 

 

 

 

 

n (%)

男性 (49)

相
談
し
た

相
談
し
な
い

無
回
答

全 体 (155)

女性 (104)

32.9

45.2

8.2

53.5

45.2

73.5

13.5

9.6

18.4

(n=51) (%)

し
た

し
な
い

無
回
答

(サ) 家族や親戚

(オ) 警察

(カ) 弁護士

(キ) 民間団体・民間支援団体

(イ) （ア）以外の台東区の相談窓口

(ウ) その他の区市町村の相談窓口

(エ)

(ス) その他

(ク) 法テラス（日本司法支援センター）

(ケ) 医療関係者（医師、看護師など）

(コ)
学校関係者（教員、養護教員、スクー
ルカウンセラーなど）

東京都の相談窓口（東京ウィメンズプラ
ザ、東京都女性相談センターなど）

(ア)
台東区のＤＶ専門相談（たいとうパープ
ルほっとダイヤル）

(シ) 友人・知人

7.8

5.9

2.0

7.8

5.9

2.0

5.9

2.0

3.9

47.1

86.3

7.8

51.0

54.9

56.9

56.9

51.0

54.9

54.9

52.9

54.9

52.9

31.4

5.9

49.0

41.2

39.2

43.1

41.2

41.2

39.2

43.1

41.2

43.1

43.1

21.6

7.8

43.1

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害について「相談した」人は、女性が45.2％、

男性が8.2％ 

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害を受けたときの相談先は、「友人・知人」

や「家族や親戚」にほぼ限られる 
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１．自分の性別や恋愛対象などについて悩んだ経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の性別や恋愛対象などについて悩んだ経験がある人は４％ 

Ⅷ 

n (%)

男性 (304)

あ
る

な
い

無
回
答

全 体 (731)

女性 (387)

4.0

4.1

4.3

90.6

94.6

93.1

5.5

1.3

2.6



15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女平等に関する台東区民意識調査   －概要版－  

令和５年１０月発行 

５年度登録第２４号 

発    行：台東区総務部人権・多様性推進課 

台東区立男女平等推進プラザ「はばたき２１」 

〒111-8621  東京都台東区西浅草３丁目２５番１６号 

電話 03-5246-5816 

 

この報告書は古紙再生紙を使用しています。 

 

 

 


